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【手続補正書】
【提出日】平成23年10月7日(2011.10.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アルカリ剤、及び酸化染料又は直接染料を含有する第１剤と過酸化水素を含有する第２
剤からなり、第１剤と第２剤の少なくとも一方に界面活性剤が含有される２剤式染毛剤、
及び第１剤と第２剤の混合液を泡状に吐出するノンエアゾールタイプのフォーマー容器か
らなる毛髪化粧品を用いた毛髪処理方法であって、該混合液の２５℃における粘度が１～
３００ｍＰａ・ｓであり、第１剤と第２剤を混合した後、混合液をノンエアゾールタイプ
のフォーマー容器から泡状に吐出し、吐出された泡を手を使って毛髪に塗布した後、３～
６０分間放置し、洗い流す毛髪処理方法。
【請求項２】
　混合液中に界面活性剤を０．１～１０重量％含有し、混合液の２５℃における粘度が１
～３００ｍＰａ・ｓである請求項１記載の毛髪処理方法。
【請求項３】
　第１剤、第２剤をそれぞれノンエアゾールタイプのフォーマー容器と別個の容器に充填
したものを、使用時に双方の剤をノンエアゾールタイプのフォーマー容器に移し入れ、混
合する請求項１記載の毛髪処理方法。
【請求項４】
　第１剤、第２剤の一方の剤をノンエアゾールタイプのフォーマー容器に充填し、他方の
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剤を別個の容器に充填したものを、使用時に、他方の剤をノンエアゾールタイプのフォー
マー容器に移し入れ、混合する請求項１記載の毛髪処理方法。
【請求項５】
　第１剤が酸素が透過し難い容器に充填され、第２剤がガス透過性のある容器に充填され
ている請求項３又は４に記載の毛髪処理方法。
【請求項６】
　ブロッキングしていない毛髪に吐出された泡を塗布する請求項１記載の毛髪処理方法。
【請求項７】
　混合液のｐＨが８～１１である請求項１記載の毛髪処理方法。


	header
	written-amendment

